
共 催
独立行政法人日本学術振興会（JSPS）
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 生物系特定産業技術研究支援センター（BRAIN）

主 催

令和3年

13：00～17：00

ZOOM
ビデオウェビナー

金日 時

研究機関における研究倫理教育担当者・事務担当者、
公正な研究活動に関心のある研究者の方 定員に達し次第、受付を終了します

対象者

プログラム

FAX：03-5966-5773    TEL：03-4500-4946（10：00～18：00 土日・祝日を除く） 
e-mail：jst-rcr-sympo@stage.ac研究公正シンポジウム運営事務局（株式会社ステージ内）問い合わせ先

お申込はこちらから

https://www.jst.go.jp/kousei_p/event/sympo2021/index.html

オンライン
開 催

主催者挨拶 倉田 栄一 科学技術振興機構 副理事

来賓挨拶 小林 英夫 文部科学省科学技術・学術政策局研究環境課 研究公正推進室長

講演 「研究倫理をめぐる温度差――「自分事」として捉えるために」
井野瀬 久美惠 甲南大学文学部 教授

講演 「ライフサイエンス領域における研究公正の課題」
田中 智之 京都薬科大学病態薬科学系薬理学分野 教授

講演 「理工系分野での公正な研究活動推進のためには-特質を理解したアプローチ-」
佐々木 孝彦 東北大学金属材料研究所 副所長・教授／総長特別補佐（研究倫理担当）

井野瀬 久美惠 甲南大学文学部 教授
田中 智之 京都薬科大学病態薬科学系薬理学分野 教授
佐々木 孝彦 東北大学金属材料研究所 副所長・教授／総長特別補佐（研究倫理担当）

パネル
ディスカッション

「各研究分野における研究公正の課題と解決に向けた取組」
＜モデレーター＞

＜パネリスト＞

小林 傳司 科学技術振興機構社会技術研究開発センター長／
 大阪大学COデザインセンター 特任教授

研究機関において研究不正防止に向けた研究倫理教育が進められていますが、分野によって、特定不正行為の種類の傾
向や、研究の作法・慣習も異なります。したがって、画一的に研究倫理教育を行うだけでなく、各研究分野の特性を踏ま
えた上で、公正な研究活動を推進するための取組も重要となります。本シンポジウムでは、各研究分野から課題を分析
し、有効な取組について考えます。さらに、研究公正の観点から、人文・社会科学と自然科学の共同研究を推進する上で
何が必要かを考えます。

文部科学省 研究公正推進事業

研究公正シンポジウム

参加費
無料

要事前参加登録

300名
定 員

各研究分野から各研究分野から
   研究公正の課題を考える   研究公正の課題を考える
各研究分野から
   研究公正の課題を考える


